
市民と議員の意見交換会のふりかえり 

（議員の感想・意見） 

 

◎良かった点 
・いろいろな年代の方が参加していただけて良かった。 

・アイスブレイクがあることで、話しやすくなり、ワークショップを始めや

すかった。 

・ファシリテーターの進行や声、感じが良かった。 

・ＢＧＭや万国旗で明るい雰囲気づくりができ、良かった。 

・対話ルールの表記が良かった。（手作り掲示板） 

・シール投票でさらに意見が共有できて、良かった。 

・まとめがなくて良かった。 

・順番に役割をまわせて良かった。 

・少人数であるため、グループ全員と話せて意見が言えた。 

・席が離れていたため、他のグループの会話が邪魔にならなかった。  

・参加者へのリマインドメールを 1 週間前に送って良かったと思う。 

 

◎難しかった点、困った点 
・参加者が増えるような工夫が必要である。 

・男性の参加者が多かったので、女性参加者を増やしたい。 

・作業の誘導に少し迷った。 

・大きなテーマだったので、まとめるのが大変だった。 

・発言しすぎる人がいた。 

・市民タイムキーパーは良かったが、ファシリ機能は難しかった。  

・お菓子が出されていても、食べるタイミングが分からないので、少しあれ

ばよい。 

 

 



◎次回に向けて（意見・提案）など 
テーマ 

・分野別のテーマにしたらどうか。 

・実現化のために、テーマを絞ることを検討。 

 

開催方法 

・参加対象者を大・中・高生にしてはどうか。 

・参加しやすいように、名古屋芸術大学アートクスエアから別の会場に 

移す。 

・託児所を導入して、参加者の窓口を広くする。 

・意見が出やすくなるよう、ファシリテーターがその場でヒントを出すの 

もよいと思う。 

・意見を十分に聴くために、１テーブル市民４人くらいが上限。 

・市民との交流を重視して、後半にメンバーをチェンジしたらよいと思う。 

 

環境 

・受付に男性がいても良かった。 

・受付から座席に案内する人を配置する。 

・時間配分はテーマによって再考した方が良い。 

・耳の不自由な方への対応。 

・各テーブルで市民を一人ぼっちにしない。 

 

開催後の議会対応 

・各議員として何が残ったかわかるとよい。  

・意見交換会で市民と意見やアイデアを共有した後、上位施策の方向性

（活かし方）につながるか。 

・パワーポイントの資料はだれでも作成できるようにする。 

・改選後、スムーズに意見交換会ができるか。 

 

 

 

 
 

 


